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赤武エンジニアリング株式会社 社内報

年が明けて数日経過した頃、思わぬ案内が飛び込んで来ました。
某通販会社主催の、豪華客船による6泊7日のクルージング当選の連絡です。
5月15日から21日までの期間に横浜―清水―長崎―釜山―神戸と巡るツアーのため、失効していた
パスポートの再取得から準備は始まりました。
乗船したのは「ダイヤモンドプリンセス」というイギリス船籍の船で、全長：290ｍ、全幅：37.5ｍ、総トン数：
116,000Ton、デッキ階数：18、定員：2670人、クルー：1300人という巨大な規模のものでした。
こうしたスペックは知識としてはあったのですが、桟橋に着岸している船を見て、改めてその大きさに
圧倒されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　撮影日時：2015年5月19日　　　撮影者：縄田部長
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暑い日が続き体調を崩している方はいませんか。
暦の上では立秋（8月8日）からが秋となっています。
これから徐々に秋めいてくると思います。
暑い時期ももうすぐ終わりです。
45期も頑張っていきましょう。



猛暑が過ぎ去り、いつの間にか蝉の声を聞けなくなってしまい、
往く夏を惜しむこの頃です。
この夏は、太陽がジリジリ照りつける真夏日に山の草刈り、
蜜柑の摘果や庭の手入れをして大いに汗をかきました。
実に爽快で、深酒したアルコールも芯まで抜けてしまうのです。
夏は暑いに決まっている、いずれ間違いなく寒い冬がやってくるのだから
この暑さを謳歌しなければもったいないと本気で思うのです。
66歳のこの身がますます若さを取り戻すような気がします。
そういう意味で往く夏を惜しむのです。
身だしなみも整えて、これからも身も心も若々しくあり続けたいとひそかに願っているこの頃であります。

前置きが長くなりなりました。
いよいよ第45期に突入です。
人でいうなら“脂の乗り切った働き盛り”の年です。
この機（期）にやるべきことを逃したら、更なる発展の礎は築けないものと固く決意し、戦っていきたいと
考えています。
先達が残してくれた財産を食いつぶすことなく、温故知新の精神で“新生 赤武エンジニアリング(株)”を
創って行こうではありませんか。

思うに経営は、難しく考えないで基本に忠実にやっていけばいいものだと考えています。
しかしながら、この基本に忠実が実に厄介なもので、“やらないほうが楽”に流されやすいものでも
あります。
ここをしっかり押さえて進んでいけば、必ずや明るい未来が待っていることと確信しています。

前期の3月から発足した、中堅クラスの社員13名で構成する、次代の経営幹部陣育成を目的とした
“ビジョン委員会”は実にタイムリーなものでありました。
経営改革、戦略推進力強化など経営の基本を学び、その上でメンバーが中期経営計画を作成した
8月までの労苦は、必ずや今後に役立つものと思います。
今後もこのビジョン委員会が成長戦略を実践していき、来る事業承継後には大いに輝いてほしいものと
強く希望するものであります。

いうまでもなく会社の目的は“顧客の創造”にあります。
これを通して会社は継続し、社員の幸せと社会貢献が可能となります。
世間に認められるモノづくりに邁進していかねばなりません。
私どもは、経営理念を反芻し、愚直といわれるほど地道にコツコツと
真摯に取り組んでいくことが肝要かと考えます。
経済と徳の両面を併せ持っていくことも忘れずに。
また、危機管理の徹底も極めて重要です。
これもしっかり取り組んでいきます。
極めて名言だと感じ入っている言葉があります。
旧日本陸軍の軍人であり、伊藤忠商事の会長を務めた
瀬島隆三氏の“悲観的に準備し、楽観的に対処せよ”です。
これは、私どもの日常のあらゆることに言えるのではないかと思っています。

会社は、30年たてば潰れるものとよく言われました。
それを乗り越えて36周年をわが社は祝いました。
（会長が逝去されたので35周年は取りやめた経緯があります）
40年はあっという間に何もせず過ぎてしまいましたので、
今期は我々を取り巻くすべてに感謝しつつ、春に
45周年を祝いたいと考えています。
記憶に残るいい会にしたいものです。

ご安全に！
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代表取締役社長　　赤堀　肇紀　　

愚直に！真摯に！



ISO9001（品質マネジメントシステム）とＩSO14001（環境マネジメントシステム）の規格改訂について
お知らせします。

1. 規格改訂の状況
今年9月に、ISO9001：2015、およびISO14001：2015が発行予定です。
また11月には、その翻訳版であるJIS Q9001：2015、およびJIS Q14001:2015が発行予定です。
ISO9001については7年ぶり、ISO14001に至っては11年ぶりの改訂となります。

2. 規格改訂の概要
　①マネジメントシステムが事業パフォーマンスに有効活用されること。
　②経営層は明確な組織の目的を提示し、目的達成のための内外の課題、企業のリスクや機会に対し、
支援するとともに人材を錬成させること。

　③常に事業プロセス・パフォーマンスが監視・評価されること、継続的な改善がされること。

3. 主な変更点
　①「経営者の責任」から「リーダーシップ」へ
　　　　→社長自身がマネジメントシステムの運用に深く携わって行きます。
　②組織及びその状況の理解
　　　　→組織の目的・目標の明確化と、それらに影響がある外部・内部の課題の明確化が必要と
　　　　　 なります。
　③「予防処置」から「リスクおよび機会」へ
　　　　→マネジメントシステムが目標達成するために影響を及ぼす可能性のある、顧客満足に影響を
　　　　 　及ぼすリスクおよび機会を明確にし、対応するための方針を決め実施する。

4. 規格改訂にあたり
この機会に、業務におけるムダ、ムラ、ムリを排除して、ISO認証・審査のマニュアルではなく、
仕事が円滑に回るための品質・環境マニュアルの構築を目指していきたいと考えています。

　開催日：10月14日（水）～16日（金）　10:00～17:00
　場   所：インテックス大阪（南港）4・5号館 　ブース：4-33
　製品技術説明会：10月16日（金）　11:45～12:20
　発表テーマ： 「フレコンからの抜出しは、下からだけでは無い!!」
　　　　　　　　　　安全と発塵を抑えた新発想技術

　リニューアルされたカタログとホームページに合わせ、今回のブースは各カテゴリー別に
　機器を展示して、お客様からの「原料をフレコンから抜取りたい」や、「多品種少量計量装置が欲しい」
　などのご要望に応えられる展示会にしたいと考えております。
　社員の皆さんも、作業で現場へ行った際にはお客様へPRしていただき、ブースに多くの方が
　来場していただけるようご協力をお願いします。

日時　 2015年12月12日(土)～13日(日)
旅行先 三重（伊勢）
移動 バス

今年の忘年会は三重県の伊勢に決まりました！！
現地では自由行動もあります。
旅行先でのプランは後日発表します。
45期という節目に相応しいものを計画しております。
楽しみにしていて下さい！！

品質・環境管理責任者　　芹澤 喜行
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委員会だより『ＩＳＯ委員会』委員会だより『ＩＳＯ委員会』

忘年旅行のお知らせ

粉体工業展大阪2015のお知らせ粉体工業展大阪2015のお知らせ


